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　　　　　　　通　知　書
　　　　　　　　　平成２２年　　月　　日

被通知人　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　通知人　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　本通知書作成代理人

　　　　〒１６２－０８２２

　　　　東京都新宿区下宮比町２‐２８

　　　　飯田橋ハイタウン１１０４
　　　　行政書士事務所

　　　　飯田橋総合法務オフィス
　　　　ＴＥＬ：０３－５２０６－７７７３

　　　　　　　　　　行政書士　小竹　広光

　冠省

　早速ですが、貴殿に対し、行政書士法第１条の３第２項に基づき、通知人の書類作成代理人として下記の通り通知致します。

　通知人は、平成２１年　　月　　日に自宅に届いた○○○○クレジット株式会社と名乗る貴殿からのダイレクトメールのハガキを見て、「審査済ご融資可能金額金２００万円　利息１２．１５％」との記載を信じ、同日、ハガキに記載されている電話番号へ連絡をしました。

　そして、通知人は、金５００万円の融資を申し込みたい旨を伝えると、電話対応した×××と名乗る担当者からの指示に従い、融資の為の保証金として指定された口座へ金５０万円の振込送金をしました。

　しかしその後も「追加の保証金があと５０万円必要である」等の指示があり、平成　　年　　月　　日までの間に７回に分けて各５０万円、合計金３５０万円を振込送金しました。

　ところが、貴殿からの融資は全くなく、平成２１年　　月　　日に解約を申し出ても、「解約するのであれば違約金が発生する。清算出来るのは３ヶ月以上先になる。」などとの回答のみで、現在に至るまで金員の返還もありません。

通知人は、以上の事実の経緯及び調査した結果から、貴殿の行為が、存在しない会社名を名乗る詐欺行為であると認識しております。

　つきましては、通知人は、通知人が貴殿に支払った保証金３５０万円につき、本書面到着後１週間以内に下記口座宛てに返還下さるよう、請求いたします。

　　　　　　　　　記

　　　銀行名　：○○銀行

　　　支店名　：○○支店

　　　預金種別：普通預金

　　　口座番号：１２３４５６７

　　　口座名義：甲野　一郎
　　　　　　　　（コウノ　イチロウ）

　万が一、上記期日内に上記金額の支払いがない場合には、通知人は貴殿を刑法第２４６条（詐欺罪）で刑事告訴するとともに民事上の返還請求の訴訟を提起する所存ですので、ご承知おき下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　草々
